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相
輯
摘
費
動
と
尉
政

第
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一
巻
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財

汐

見

郎

第

財
政
動
態
の
研
究

経
済
墜
は
均
衡
を
研
究
す
る
静
態
論
と
均
衡
の
撹
飢
を
研
究
す
る
動
態
論
と
に
区
別
せ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
共
白
理
論
的
研
究
を

格
段
に
進
歩
せ
し
め
た
の
で
あ
お
。
同
様
忙
財
政
撃
の
研
究
に
於
て
も
静
態
と
動
態
と
を
封
立
せ
し
め
る
事
が
理
論
白
展
開
を
岡
る

と
に
一
一
厨
役
立
つ
-
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
経
済
事
に
於
て
も
静
態
論
と
動
態
論
と
を
匝
別
す
る
事
そ
れ
自
憶
に
異
論
あ
り
、
更
に
動

態
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
定
説
た
〈
共
白
後
展
を
格
来
に
期
せ
ね
ぽ
た
ら
ぬ
欣
態
に
あ
る
の
財
政
事
は
理
論
維
持
皐
の
此
の
匝
分
を

比
較
的
に
新
し
〈
受
入
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
静
態
論
動
態
論
の
隔
分
は
も
と
よ
り
、
動
態
的
研
究
に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究
に
ま
つ

所
が
多
い
。
忠
ふ
に
千
九
百
二
十
九
年
よ
り
千
九
百
三
十
三
年
に
至
る
世
間
升
恐
慌
が
徐
り
に
深
刻
で
あ
っ
た
D
で
此
を
中
心
と
し
て

各
種
の
論
議
が
闘
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
そ
れ
を
機
と
し
て
粧
消
費
動
特
に
景
気
費
動
と
財
政
と
の
閥
係
が
深
く
注
目
せ
ら
れ

政
に
動
態
論
の
立
場
か
ら
財
政
壊
を
見
直
さ
ん
と
す
る
企
が
趨
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
の
手
元
に
あ
る
乏
し
き
丈
献
に
し
て
も
此
種

の
企
と
し
て
ム
ン
ツ
ェ
ル
有
山
守
主
冨

E
目
モ
フ
イ
ヲ
ク
ロ

E
邑
ι
出
品
、
テ
イ
ム

E
2
Z
3
dヨ
ヨ
カ
メ
ナ
ル
ト
宮
古
臣
叫

出
向
。

E
弘
其
他
を
単
一
け
る
事
が
出
来
る
。
勿
論
、
千
九
百
三
十
九
年
以
前
白
財
政
皐
に
於
て
も
否
友
第
一
次
欧
洲
た
戦
以
前
白
財
政

思
干
に
於
て
も
「
経
費
膨
肢
の
法
則
」
「
租
枕
の
弾
力
的
原
則
」
「
経
費
支
緋
方
法
に
闘
す
る
原
則
」
等
が
論
ぜ
ら
れ
従
っ
て
動
態
論
が
杢
〈

高田博士、艇隣畢新講第五巻
Dynarnischer Staatshaushalt? 1931. 
Finanzwirtschaft uncl Konjunktur. 1932 
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扶
け
て
ゐ
た
誇
で
は
友
か
っ
た
が
、
要
す
る
に
断
片
的
研
究
D
集
積
に
止
ま
り
苛
分
白
整
理
が
行
は
れ
な
か
っ
た
白
で
あ
る
。
松
に

財
政
撃
に
於
て
一
貫
し
た
る
動
態
論
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
企
て
が
生
れ
て
来
て
ゐ
る
。

財
政
が
経
消
費
動
の
影
響
を
受
け
る
と
共
に
逆
に
財
政
が
経
済
費
動
を
惹
起
す
る
事
が
あ
る
。
財
政
と
粧
済
援
動
と
の
闘
係
が
小

で
あ
れ
ば
問
題
で
泣
い
が
、
財
政
が
園
民
経
済
に
占
む
る
地
位
が
犬
と
な
る
と
、
財
政
政
策
の
樹
立
に
営
つ
で
も
経
済
同
盟
動
を
考
慮

せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
経
済
愛
動
政
策
又
は
景
気
政
策
が
財
政
撃
に
取
入
れ
ら
れ
る
事
に
在
っ
た
の
も
一
は
と
白
賓
際
的
必
要
か
ら
起
つ

τ
ゐ
る
。

第

財
政
の
幅
と
経
済
費
動

財
政
は
久
し
〈
政
治
と
密
接
な
る
直
接
関
係
を
保
っ
て
ゐ
た
が
之
に
反
し
市
場
経
済
上
り
は
寧
る
遊
離
す
る
形
を
と
っ
て
ゐ

た
。
印
ち
財
政
は
や
i
h

も
す
れ
ば
市
場
経
済
と
離
れ
た
濁
白
白
歩
み
を
と
り
市
場
経
済
も
財
政
と
別
個
白
行
動
を
続
け
て
来
た
D
で

あ
る
@
財
政
撃
が
経
済
撃
の
他
の
部
門
と
交
渉
す
る
所
の
少
な
か
っ
た
白
は
、

一
に
か

h
z客
観
的
情
勢
に
よ
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
第
一
失
欧
洲
犬
戦
の
結
果
と
し
て
財
政
の
幅
は
急
激
に
増
加
し
、
財
政
を
離
れ
て
市
揚
粧
済
を
語
る
事
が
出
来
な
く
左
っ
た
の
で

あ
る
。試

み
に
ム
V

ツ
エ
内
白
あ
げ
る
数
字
に
よ
り
経
費
が
園
民
所
得
に
占
む
る
割
合
を
見
る
と
、
第
一
次
敵
洲
大
戦
前
(
濁
塩
は
三
割
、

英
闘
は
一
割
五
分
、
働
闘
は
一
割
二
分
、
智
大
利
は
一
割
)
白
数
字
に
比
し
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
(
摘
逸
は
五
割
三
分
、
英
国
は
三
一
割
、
働
闘
は
云
割

一
分
、
研
太
利
は
二
割
五
分
U
D
数
字
は
大
韓
二
倍
に
土
っ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。

極
構
園
田
動
&
財
政

第
五
十
一
巻

凡

七

宮事

競
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経
済
費
動
と
財
政

第
五
十
一
巻

，、
八.

計
算
白
基
礎
は
ム
ン
?
ヱ
ル
と
異
っ
て
ゐ
る
が
、
各
図
の
租
税
が
国
民
所
得
に
占
む
る
割
合
を
算
定
し
て
突
の
百
分
比
を
得
る
事

第
三
競

が
出
来
る
。

英

O 
凹

!iI! 

議

伊

大

判

米

備

園

困

岡

第
一
次
欧
洲
大
職
前

九
・
六

第
一
次
欧
州
大
戦
後

白
川
四
度
が
各
国
い
づ
れ
も
一
一
倍
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
注
目
す
べ
き
事
費
で
あ
る
。

閥
民
所
得
そ
れ
白
慌
が
相
営
仲
縮
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
此
等
の
数
宇
を
そ
の
ま
h
に
取
り
入
れ
る
事
は
向
来
危
い
が
、
由
相
税

突
に
岡
債
現
在
高
と
圏
富
総
額
と
更
に
図
債
現
在
高
が
岡
宮
総
額
に
謝
し
て
占
む
る
百
分
比
k
に
つ
き
第
一
次
欧
洲
大
戦
を
中
心

と
し
て
ム
ン
山
ソ
ヱ

h
は
失
の
数
字
を
あ
げ
て
ゐ
る

Q

む幽 同 閣
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戦
前
と
戦
後
止
の
時
代
の
版
別
が
各
国
に
上
っ
て
必
や
し
も
一
致
し
て
ゐ
友
い
の
で
疋
確
の
事
は
断
一
一
百
出
来
た
い
が
、
た
勢
は
、

此
等
白
撃
干
に
よ
り
明
か
に
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
。
濁
泡
ム
」
悌
固
と
は
平
債
切
下
に
よ
り
資
質
上
の
公
債
白
取
消
を
行
っ
た
か
ら
問

題
外
と
し
て
之
を
除
〈
と
、
公
債
が
岡
富
に
占
め
て
ゐ
る
比
率
は
戦
前
に
比
し
戦
後
は
四
位
乃
至
六
倍
見
首
に
上
る
と
稿
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。第

七
十
五
同
帝
副
議
曾
に
於
け
る
捜
内
大
蔵
大
臣
の
答
擦
に
上
れ
ば
我
閣
の
岡
民
所
得
は
約
二
百
五
十
億
闘
と
推
計
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
岡
家
諜
算
だ
け
に
つ
い
て
見
て
も
、
昭
和
十
五
年
度
の
我
闘
の
鳩
経
費
(
一
般
曾
副
理
算
主
特
別
脅
計
藤
算
と
町
一
品
開
計
)
は
約
百
六
十

億
園
、
純
経
費
(
一
般
曾
計
強
算
と
臨
時
軍
事
費
特
別
骨
計
珠
算
ム
」
の
純
計
)
は
約
百
億
画
、
平
時
純
経
費
は
約
六
十
一
億
圏
、
租
税
は
約
一
一

十
七
億
闘
に
上
っ
て
ゐ
る
。
保
り
に
我
図
。
圃
民
所
得
を
二
百
五
十
億
固
と
す
れ
ば
闘
民
所
得
に
占
む
る
比
率
は
、
綿
経
費
に
於
て

六
割
四
分
、
純
経
費
に
於
て
四
割
、
平
時
純
経
費
に
於
て
三
割
四
分
、
租
税
に
於
て
一
割
一
分
と
在
る
白
で
あ
る
。
回
債
は
昭
和
十

五
年
七
月
末
に
二
白
四
十
八
億
園
の
現
在
高
を
示
し
て
ゐ
る
。
固
債
現
在
高
が
園
冨
綿
額
に
出
む
る
比
率
は
、
閣
官
が
明
か
で
た
い

か
ら
推
定
す
る
事
が
出
来
た
い
が
、
相
賞
。
数
字
に
と
る
筈
で
あ
る
。

以
上
の
数
字
は
必
や
し
も
計
算
白
基
礎
を
一
に
し
て
ゐ
左
い
か
ら
精
密
栓
る
詮
明
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
ら
う
。
然
し
各
圃

を
通
じ
て
経
費
、
租
税
の
幅
が
園
民
所
得
に
占
む
る
割
合
、
更
忙
図
債
が
岡
宮
に
占
む
る
割
合
が
漸
弐
増
加
し
最
近
に
至
っ
て
注
目

ナ
ベ
昔
数
字
に
上
っ
て
ゐ
る
事
は
異
論
白
無
い
所
で
あ
ら
う
。
財
政
が
闘
民
経
済
に
占
む
る
割
合
が
犬
と
在
る
に
つ
れ
粧
消
費
動
と

財
政
と
の
闘
係
主
究
明
す
る
動
態
的
研
究
が
其
白
必
要
を
増
し
て
〈
る
の
で
あ
る
。

経
済
鑓
動
は
均
衡
の
撹
飢
で
あ
る
か
ら
種
々
の
見
地
よ
り
之
を
分
類
す
る
事
が
出
来
る
が
、
蕊
に
は
説
明
白
便
宜
よ
り
単
純
に
季

組
揖
醐
盟
動
と
財
政

第
五
十
一
巻

p，、
九

第
三
競



経
韓
国
匹
敵
k
財
政

第
五
十
一
巻

九
O 

第
三
貌

四

節
愛
動
と
長
期
趨
勢
と
偶
護
費
動
と
景
気
蟹
動
と
の
四
つ
を
分
つ
事
と
す
る
。
各
園
民
に
膝
じ
一
定
の
型
を
一
本
す
季
節
愛
動
と
長
期

趨
勢
と
を
先
づ
一
不
し
、
市
-
K
同
盟
縛
極
ま
り
た
き
偶
設
費
動
と
景
気
費
動
と
に
う
つ
り
た
い
。
い
づ
れ
の
経
済
制
型
動
に
於
て
も
財
政
が

経
済
費
動
に
影
響
す
る
揚
合
と
経
済
愛
動
が
財
政
に
影
響
す
る
揚
合
、
と
白
二
つ
が
考
へ
ち
れ
る
白
で
あ
る
。
然
し
前
雨
者
帥
ち
季
節

繭
世
動
と
長
期
趨
勢
と
に
於
て
は
経
済
費
動
が
晴
嵐
測
し
易
い
か
ら
問
題
は
財
政
が
粧
済
副
賞
動
に
影
響
す
る
方
面
K
存
し
、
之
に
反
し
後

者
卸
ち
偶
設
愛
動
と
景
気
愛
動
と
に
於
て
は
経
済
援
動
が
強
測
し
難
い
か
ら
問
題
は
寧
ろ
経
済
費
動
が
財
政
に
影
響
ず
る
事
に
存
し

て
ゐ
る
。

第

季
節
獲
動
と
長
期
趨
勢

春
夏
秋
冬
の
気
候
の
襲
化
は
直
接
に
各
閣
白
原
始
産
業
に
影
響
し
工
業
に
影
響
し
、
更
に
園
内
商
業
及
び
外
国
貿
易
に
影
響

を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
。
季
節
白
支
配
を
受
け
る
も
の
は
車
に
生
産
業
に
止
ま
ら
や
衣
食
住
の
消
費
生
活
も
そ
D
例
に
洩
れ
な
い
。

勿
論
、
科
血
干
の
進
歩
と
市
揚
経
済
白
護
逮
と
は
自
然
に
基
〈
季
節
震
動
を
或
程
度
ま
で
克
服
す
る
力
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
商
品
目
向

廻
り
金
融
白
繁
閑
を
通
じ
て
現
は
れ
る
季
節
饗
動
白
残
る
事
は
依
然
と
し
て
避
け
得
た
い
自
で
あ
る
。
市
揚
経
済
に
季
節
費
動
が
存

す
る
以
上
は
財
政
も
季
節
費
動
を
織
り
込
ん
で
之
を
動
か
し
て
行
か
ね
ば
な
ち
由
。

近
代
圃
家
白
財
政
牧
入
の
最
も
重
要
た
る
も
の
は
租
税
で
あ
る
。
租
税
は
所
得
主
税
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ち
所
得
白
愛
生
白

後
を
遁
ひ
或
期
聞
の
所
得
白
集
積
を
ま
ワ
て
課
税
す
る
事
と
た
る
か
ら
、
租
税
D
納
期
は
時
間
的
忙
中
れ
る
の
を
原
則
と
し
て
ゐ

る
。
所
得
税
法
人
税
が
前
年
D
寅
績
に
謝
し
て
課
税
し
、
泊
殺
が
酒
類
白
倉
出
白
後
に
一
定
期
聞
を
へ
て
課
税
す
る
が
如
き
共
自
適



例
で
あ
る
。
之
に
反
し
分
類
所
得
税
の
大
部
分
と
第
一
種
物
品
税
と
遊
興
飲
食
税
と
入
場
枕
の
如
き
は
時
間
的
に
税
源
と
接
近
し
て

課
税
し
て
ゐ
る
。
組
側
逸
で
は
租
税
の
前
梯
制
度
P
採
用
し
て
ゐ
る
か
ち
納
期
の
時
間
的
ゃ
れ
に
基
〈
季
節
費
動
は
或
程
度
ま
で
調
整

せ
ら
れ

τゐ
る
。

租
税
収
入
が
時
間
的
に
守
れ
る
傾
向
を
有
す
る
に
反
し
、
経
費
は
必
宇
し
も
そ
う
で
た
い
。
特
に
人
件
費
の
大
部
分
を
占
め
る
も

の
は
俸
給
で
あ
る
か
ら
毎
月
大
樫
キ
均
し
て
支
出
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
。
物
件
費
白
支
出
は
必
十
し
も
平
均
的
で
・
泣
く
、
現
に
昭
和

十
三
年
法
律
第
十
六
競
「
軍
ノ
需
要
充
足
ノ
鴻
ノ
曾
計
法
ノ
特
例
=
閥
ス
ル
法
律
」
に
よ
っ
て
物
件
費
の
大
部
分
を
占
む
る
軍
需
資
材

の
購
入
の
代
金
に
つ
昔
前
金
排
叉
は
概
算
挽
の
特
例
を
開
い
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
牧
入
の
大
宗
た
る
租
税
牧
入
が
時
間
的
に
や
れ
宅
ゐ
る
|
|
租
税
前
梯
制
度
が
あ
れ
ば
別
問
題
で
あ
る
が
|
l
k
反
し

経
費
白
方
は
中
均
的
に
支
出
せ
ち
れ
る
も
の
又
は
晴
朗
め
支
出
せ
ら
れ
る
も
白
が
あ
っ
て
必
十
し
も
時
間
的
に
や
れ
な
い
白
で
あ
る
。

“
地
に
政
支
の
金
庫
不
足
を
生
じ
大
臓
省
詮
拍
車
共
他
白
短
期
設
券
で
共
由
不
足
を
補
ム
事
と
た
る
。

試
み
に
一
般
合
計
比
っ
き
収
支
の
季
節
費
動
を
昭
和
十
三
年
の
数
字
に
つ
き
算
定
す
る
と
次
の
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
。

(
単
位
百
寓
園
)

ア
歳歳
出入

民主1

認 I~I
九

三葉 I~I
1六

重量 1月

案書|月
十

互三|竺

三割竺

l孟豆l!l

五

月

" 

七

i量|月

月

月

売量

室長

一
亘
回

一王回

最
後
に
国
債
を
逼
巳
て
金
融
の
季
節
愛
動
を
調
整
す
る
事
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
由
。

E
頼
に
上
る
園
債
D
護
行
が
中
央
銀
行
引
受
白

程
揖
園
田
動
ル
』
酎
政

第
五
十
一
巻

第
三
一
瞬

五

九

昭和十四年調金融事項参考帯8) 



纏
情
費
動
と
財
政

第
五
十
一
巻

事
三
披

形
式
を
と
っ
で
ゐ
る
今
日
比
於
て
は
中
央
銀
行
自
市
揚
操
作
は
季
節
費
動
ム
」
将
接
在
る
閲
係
を
有
し
て
ゐ
る
ロ
刊
入
園
債
の
利
子
支
梯

一』/、

九

額
が
今
や
十
億
園
前
後
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
利
子
支
燐
期
日
も
季
節
費
動
に
影
響
す
る
所
が
少
〈
左
ぃ
。
試
み
に
昭
和
十
四
年
度
目

園
債
利
子
支
梯
期
別
金
額
表
を
示
す
と
弐
白
如
〈
で
あ
る
。
(
草
位
百
寓
閏
)孟 I~I

十

月
口 1主回 1-1

十

三亘莞 I~
年昭

一君
津三土岡

豆i三I~I
九

戸

主主主|竺
十

三五豆日
七

日八

Zii11 

三

亘~-~ 1月

計

一
合
計
年
度
内
に
於
て
同
額
の
牧
λ
E
h
さ
め
同
額
の
経
費
を
支
出
す
る
に
営
つ
で
も
市
場
粧
済
の
季
節
受
動
を
巧
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
収
入
を
烏
さ
め
経
費
を
支
出
す
る
丹
剣
を
市
場
結
摘
の
季
節
費
動
と
歩
調
を
一
に
す
る
様
に
遁
首
に
組
み
合
は
せ
以
て
無

用
回
摩
擦
を
越
す
事
を
避
け
ね
ば
友
ら
ね
。
と
れ
季
節
費
動
の
研
究
の
必
要
在
る
所
以
で
あ
る
。

長
期
趨
勢
を
財
政
に
具
現
し
た
も
の
と

L
て
撃
者
の
古
〈
止
り
唱
ふ
る
も
の
は
経
費
膨
肢
の
原
別
で
あ
る
。
領
上
増
し
人
口

増
す
圃
は
原
則
と
し
て
経
済
活
動
が
盛
ん
と
な
り
従
っ
て
財
政
も
之
に
伴
っ
て
膨
脹
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
領
土
減
ビ
人
口

減
歩
る
困
は
財
政
が
現
欣
を
維
持
す
石
に
止
ま
る
か
或
は
逝
に
縮
少
す
る
か
の
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
。
と
れ
財
政
に
現
は
れ
た
る
長

期
趨
勢
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
現
賓
の
事
情
を
見
る
に
犬
闘
に
於
て
は
経
費
膨
脹
し
従
っ
て
増
加
し
た
経
費
を
支
排
ナ
る
鋳

一
は
園
家
の
峨
分
の
増
加
が
経
費
膨
脹
を
促
す
原
因
と
た
っ
て
ゐ
る
。

め
に
財
源
を
新
た
に
求
め
る
の
に
苦
心
し
て
ゐ
る
。
と
れ
犬
園
が
原
則
と
し
で
経
済
幾
展
を
途
げ
て
ゐ
る
結
果
に
よ
る
の
で
あ
る
が

凡~匂

I~ ~ 3: I 

昭和四年制金融事項参考書
制者、 H本財政の特障問題
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我
凶
の
一
般
曾
計
歳
出
と
地
方
歳
出
(
道
府
牒
歳
出
は
普
通
経
済
歳
山
内
、
市
町
村
歳
出
は
普
通
経
済
歳
問
と
特
別
経
済
歳
出
と
の

純
計
、
水
利
組
合
歳
出
、
土
功
組
合
歳
出
主
も
合
む
)
の
長
期
趨
勢
を
見
る
矯
め
に
次
の
去
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。
(
指
数
の
単
位
は

明
暗
二
十
四
年
度
)

年

度

一
目
指
比
一
的
主
両
部
品
目

一一一旦一討一一止一一日一一一一一一詰一一一一一ア立一一一一一江

一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
戸
一
一
一
躍
一
掃

3ド

度

明

J台

zE毛 主孟

円ー，ヘ

工E

回目

手U

大

正

過
去
四
十
五
年
聞
に
わ
た
り
図
費
地
方
費

E
五
年
刻
み
に
計
算
し
て
見
る
と
一
同
の
例
外
も
友
〈
上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
ゐ
る
。

明
治
二
十
周
年

H

拝
成
山
内
主
基
準
と
し
て
昭
和
十
四
年
度
の
換
算
を
見
る
に
、
岡
費
は
五
十
八
俗
に
上
り
地
方
費
は
四
十
七
倍
と
な
っ

て
ゐ
る
。
長
期
趨
勢
と
し
て
世
界
に
珍
ら
し
き
寅
例
で
あ
る
。
以
上
の
数
字
は
岡
市
月
歳
出

ι於
て
は
一
般
合
計
の
み
を
掲
げ
た
も
の

で
あ
り
地
方
歳
出
に
於
て
も
決
し
て
杢
部
の
経
済
を
網
羅
し
て
ゐ
る
も
の
で
友
い
。
更
に
閥
庵
歳
山
川
に
於
て
特
別
合
計
を
加
へ
地
方

歳

mk於
て
道
府
腕
特
別
経
済
を
考
へ
に
入
れ
同
席
歳
出
企
地
方
歳
出
と
を
合
計
す
る
と
、
長
期
趨
勢
と
し
て
財
政
の
膨
肢
を
一
騎

著
し
〈
見
る
の
で
あ
る
。

• 

組
糟
鑓
動
と
財
政

第
五
十
一
巻

ブむ

第
三
挽

七



経
梼
幽
宮
動
と
財
政

停
且
十
一
巻

九
四

第

披

"、

第
四

景
気
麓
動
と
偶
毅
襲
動

経
済
愛
動
の
中
で
特
に
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
景
気
持
皆
勤
で
あ
る
。
季
節
饗
動
、
長
期
趨
勢
を
消
し
去
り
、
し
か
も
波
動

性
白
輔
型
化
を
注
す
も
の
を
景
気
愛
動
と
名
づ
け
る
。
そ
の
般
幅
忙
つ
い
て
は
五
十
年
と
云
ふ
が
如
曹
長
期
波
動
を
認
む
る
も
の
あ
り

又
は
五
年
十
年
と
一
玄
ふ
が
如
き
短
期
波
動
を
考
ふ
る
も
の
あ
り
叉
は
振
幅
の
期
聞
に
重
賠
を
置
か
宇
曜
に
波
動
性
の
み
を
就
く
も
の

等
種
々
あ
る
。

偶
袋
向
型
動
と
云
ム
の
は
季
節
措
置
動
、
長
期
趨
勢
、
景
気
措
置
動
の
如
雪
合
理
的
饗
動
で
た
〈
し
て
偶
渡
的
忙
生
十
る
非
合
理
的
費
動

を
指
す
。
そ
の
多
く
は
戦
争
.
天
災
の
如
き
経
済
と
直
接
の
閥
係
の
左
い
原
因
上
り
趨
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
経
済
界
に
及
ぼ

す
影
響
に
至
つ
て
は
甚
大
在
る
も
の
が
あ
る
。
殊
に
最
近
の
如

f
第
一
次
欧
洲
犬
戦
を
終
っ
て
僅
か
に
二

I
五
年
を
経
過
し
た
の
に

止
ま
る
白
に
更
に
第
二
弐
欧
洲
大
戦
が
勃
議
す
る
が
如
き
揚
合
に
は
偶
殺
鑓
動
を
離
れ
て
粧
済
勢
動
を
考
へ
得
た
い
の
で
あ
る
。
否

な
偶
務
時
世
動
が
経
常
化
し
て
偶
裂
で
注
ぐ
在
っ
た
時
に
は
、
偶
議
獲
動
の
要
素
が
他
の
経
済
費
動
に
吸
牧
せ
ら
れ
蕊
忙
新
た
詮
る
季

節
蜘
出
動
、
長
期
趨
勢
、
景
気
持
坦
動
を
現
出
す
る
認
で
あ
る
。

季
節
費
動
及
ぴ
長
期
趨
勢
は
一
一
種
。
規
則
性
を
有
す
る
が
故
に
、
財
政
に
於
で
も
規
則
性
を
頭
に
置
き
之
が
劉
策
を
暗
闇
め
講
十
る

事
が
出
来
る
。
之
K
反
し
、
景
気
愛
動
に
つ
い
て
は
費
動
の
拡
幅
及
刊
日
程
度
に
つ
き
E
確
な
る
抽
出
測
を
立
て
難
く
、
特
に
偶
護
費
動

に
至
つ
て
は
愛
動
そ
れ
白
鰹
区
劃
す
る
判
断
も
容
易
に
之
を
下
す
量
得
な
い
と
一
エ
ム
有
様
で
あ
る
か
ら
、
他
の
経
済
費
動
に
見
在
い

特
別
の
研
究
を
必
要
と
す
る
。



経
済
援
動
は
種
々
の
表
徴
比
上
っ
て
示
さ
れ
る
が
物
債
指
数
が
そ
の
有
力
友
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
円
京
気
掛
型
動
に
つ

い
て
は
各
種
の
物
債
指
数
を
根
擦
と
し
て
考
察
を
進
む
べ
き
で
あ
る
。
試
み
に
最
近
三
十
三
年
聞
の
日
本
銀
行
卸
責
物
債
指
数
の
年

平
均
を
求
め
て
改
の
結
国
却
を
得
た
の
で
あ
る
。
(
明
治
三
十
弓
年
十
月
圭
一

O
O
と
す
)

大 明

正 v官

ド且 主二二 ーー国国 三E三E己，二耳ニ， ーE圃ー

十旨

石ー 完ー三ョ五ョ 百4ー2 己ー一天百一 教
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大

正
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指
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F句ヨ< .亘E.~_I!J!IE.

，~ 

豆E 丈-三吾R・ 缶芸面. 三五景六.五毛 数
~c..::与 /d-』zd ーー 一-回^一-

昭

干l

一区耳 一E呈一ニニ 一- 一o 六品^... 

す旨

主主支玉宅金主内 完主教
~ ~ ー ヨ玉 三丘

最
低
は
明
治
四
十
一
.
年
の

一
八
・
八
、
最
高
は
犬
疋
九
年
の
三
四
三
・
二
で
あ
る
。
谷
は
明
治
四
十
二
年
(
一
一
八
・

5
、
犬
五
一
一
-

年
(
一
二
六
・
三
、
大
正
十
一
年
三
五
九
二
六

昭
和
二
年
(
ニ
ニ
回
・

3
、
昭
和
六
年
(
一
五
三
・
O
)
で
あ
り
、
峰
は
大
正
二
年
(
一
三
二
・

一
一
己
、
え
正
九
年
(
一
一
面
一
一
一
・
二
)
、
大
E
十
三
年
(
二
七
=
7
二
)
、
昭
和
=
一
年
(
二
三
六
・
一
)
で
あ
っ
て
、

更
に
新
た
在
る
峰
を
作
ら
ん
と
し

て
ゐ
る
。
と
の
一
一
一
十
一
一
年
聞
に
は
第
一
次
欧
洲
犬
職
、
満
洲
事
件
、
支
那
事
援
の
如
昔
最
大
な
る
偶
護
愛
動
が
起
り
、
更
に
昭
和
六

七
、
八
年
白
恐
慌
の
如
雪
世
界
を
動
か
す
景
気
鑓
動
も
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
物
侵
指
数
の
起
伏
を
通
じ
で
あ
ち
ゆ
る
経
済
建
動
、

特
に
偶
護
費
動
と
岡
高
気
費
動
と
が
継
起
し
た
の
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
。

髄
済
冊
盟
動
1c
府
政

第
五
十
一
巻

九
五

帯
コ
一
斑

九



線
商
品
控
動
・
と
財
政

第
五
十
一
巻

t
i
J
一、

-
カ
ア

第

挽

O 

絞
憐
繭
躍
動
が
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
決
L
で
一
様
で
な
い
、
即
ち
牧
入
と
支
出
と
に
よ
り
趣
を
異
に
し
吏
に
牧
入
及
び
支
出

の
種
類
に
膝
じ
共
の
影
響
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
或
は
経
済
愛
動
と
平
行
し
好
景
気
の
時
に
増
し
不
景
気
の
時
に
減
宇
る
も
の

あ
り
、
或
は
経
済
同
盟
動
と
逆
行
し
好
況
の
時
比
減
じ
不
況
の
時
に
増
す
も
の
あ
り
、
更
に
経
済
費
動
の
影
響
を
受
け
宇
し
で
同
定
し

て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
本
来
友
ら
ぽ
財
政
金
慌
忙
わ
た
り
此
の
閥
係
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
租
税
に
つ
い
て
は
弾
力
的
原
則

と
し
て
一
腹
は
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
之
を
略

L
公
伎
と
共
に
後
に
譲
る
事
と
す
る
。
地
に
は
問
題
を
専
ら
経
費
に
限
り
考
察
を
進

め
る
。経

費
は
各
種
の
標
準
か
ら
多
ぐ
の
分
類
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
或
は
憲
法
費
、
政
務
費
、
財
務
費
に
分
た
れ
、
或
は
軍
事
費
、
文
治

費
、
公
債
費
に
匝
分
せ
ら
れ
、
更
に
各
省
所
管
白
経
費
白
分
類
あ
り
、
共
他
に
粧
常
費
、

臨
時
費
の
悩
別
あ
り
、

任
意
費
、
義
務

費
の
分
類
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
政
に
は
設
明
白
使
宜
上
よ
り
絞
費
を
安
治
的
経
費
と
移
特
的
経
費
と
に
分
つ
事
と
す
る

U

費
治
的

絞
費
は
狭
義
の
粧
費
で
あ
っ
て
物
判
費
と
人
件
費
と
よ
り
な
る
。
移
怖
的
経
費
の
主
な
る
も
の
は
関
債
の
元
利
支
捌
命
、
恩
給
、
年

金
、
数
他
共
他
枇
合
扶
助
料
、
補
助
金
交
付
金
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
費
、
消
的
知
杭
費
と
移
持
的
経
費
と
に
よ
り
経
済
饗
動
の
影
響
を

困
問
に
す
る
の
で
あ
る
。

費
治
的
経
費
の
第
一
は
人
件
費
で
あ
る
。
人
件
費
の
犬
部
分
を
占
め
る
も
白
は
宵
交
の
体
給
で
あ
る
が
、
|
|
物
債
の
丙
低
に
基

き
体
給
制
制
主
上
下
す
る
制
度
を
採
用
す
る
闘
を
除
雪
|
|
官
吏
の
俸
給
は
景
気
の
縫
動
に
封
し
頗
る
鈍
感
の
も
の
で
あ
る
。
物
倒
騰

賞
の
時
に
官
吏
の
俸
給
を
引
上
げ
る
と
民
聞
の
給
興
の
引
上
を
刺
戟
し
購
買
力
の
増
加
を
粛
し
物
債
騰
貴
に
拍
車
を
加
へ
る
虞
が
あ

る
。
と
れ
物
侵
騰
買
の
際
に
増
俸
を
断
行
し
得
左
い
所
以
で
あ
る
。
不
況
。
時
に
物
憤
下
落
の
科
度
よ
り
少
く
官
吏
の
俸
給
を
引
子



げ
る
専
は
質
賃
上
は
増
俸
と
等
し
い
結
果
を
費
す
の
で
あ
る
が
、
俸
給
の
引
下
の
貴
行
が
如
何
に
困
難
な
る
か
は
潰
口
内
閣
の
時
に

得
た
る
辛
い
経
験
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
人
件
費
の
大
宗
た
ho
官
吏
の
俸
給
は
長
気
の
波
に
乗
っ
て
伸
縮
す
る
も
の
で
友
〈
寧
ろ
同

定
的
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
。
然
し
人
件
費
の
中
で
も
官
吏
の
俸
給
以
外
の
給
興
は
長
気
の
好
況
不
況
と
平
行
し
て
上
下
す
る
の
を
常

と
す
る
。
蓋
し
官
吏
以
外
白
人
の
勤
務
ば
民
間
の
勤
務
ム
」
交
流
す
る
傾
向
が
多
い
か
ら
、
物
債
の
上
口
升
に
臆
じ
人
件
費
を
増
し
物
債

の
下
降
に
庭
じ
人
件
費
を
減
や
る
が
枕
で
あ
る
。
但
し
何
分
に
も
職
業
に
は
精
神
的
要
素
が
強
〈
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
官

吏
以
外
の
人
の
勤
務
と
雄
も
草
に
給
奥
の
水
準
の
高
低
の
み
を
考
へ
て
官
需
と
民
需
と
の
闘
を
泳
ぐ
と
云
ム
様
た
事
は
な
い
。
要
ず

る
に
人
件
費
は
官
吏
の
俸
給
と
官
吏
以
外
の
人
の
給
奥
と
に
よ
り
程
度
を
異
に
す
る
が
、
大
剛
閣
に
於
て
物
件
費
ほ

E
景
気
の
動
き
に

敏
感
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

費
消
的
経
費
の
第
二
は
物
件
費
で
あ
る
。
物
件
費
は
物
慣
騰
貴
に
基
き
増
し
物
領
下
落
に
上
り
減
じ
景
気
の
影
響
を
受
〈
る
事
の

最
も
銃
敏
た
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
官
臓
の
購
良
の
手
続
如
何
に
よ
り
景
気
の
影
響
が
直
ち
に
及
ぶ
事
も
あ
り
或
る
程
度
の
時
聞
の

守
れ
の
存
す
る
事
も
あ
る
。
又
需
要
が
官
胞
に
猫
占
せ
ら
れ
て
ゐ
る
物
資
に
つ
い
て
は
暴
騰
の
揚
合
に
強
制
力

E
用
ひ
て
粧
費
の
膨

脹
を
抑
へ
る
事
が
向
来
る
じ
暴
落
の
揚
合
に
相
首
領
格
で
購
入
し
て
将
来
の
生
産
力
在
確
保
す
る
事
が
出
来
る
。
然
し
達
観
的
に
云

っ
て
物
件
費
は
物
債
の
騰
落
の
影
響
を
受
く
る
事
が
鋭
敏
で
あ
っ
て
費
動
の
調
理
鈍
在
る
人
判
費
特
に
官
支
の
俸
給
と
好
封
照
を
た
の

も
の
で
あ
る
。

費
消
的
経
費
に
つ
き
注
目
す
べ
き
は
人
件
費
と
物
件
費
と
を
通
巴
不
景
気
と
逆
に
進
み
膨
脹
す
る
経
費
の
あ
る
事
で
あ
る
。
不
況

時
に
遊
休
設
備
を
利
用
し
て
周
防
充
貨
を
は
か
る
矯
め
に
園
防
費
の
膨
脹
を
来
た
す
が
如
宮
、
時
局
匡
救
事
業
主
起
し
て
失
業
者
を

経
碑
費
動
と
尉
政

第
五
十
一
巻
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救
済
し
財
界
を
振
興
せ
し
め
る
矯
め
多
額
の
経
費
を
支
出
す
る
が
如
き
、
そ
の
例
で
あ
る
。

移
轄
的
経
費
の
多
〈
は
経
済
費
動
と
少
〈
と
も
淡
交
渉
か
又
は
逆
行
す
る
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
J

図
債
一
花
利
支
梯
金
は
大
規
模
寸

低
利
借
換
が
行
は
れ
在
い
限
り
義
務
費
と
し
て
残
り
物
債
の
騰
落
と
は
設
交
渉
に
之
を
支
挑
は
ね
ば
友
ら
む
。
恩
給
、
年
金
、
救
岨

其
他
粧
品
開
扶
助
料
は
戦
争
其
の
他
の
大
事
鑓
の
後
四
不
況
時
に
却
っ
て
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
。
地
方
圃
髄
文
は
民
間
事
業
に
封
す

る
補
助
金
交
付
金
の
如
曹
は
景
気
不
景
気
の
如
何
に
拘
ら
宇
定
額
支
出
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
終
費
の
中
に
は
物
件
費
の
如
〈
物
債
の
騰
落
に
臆
巴
て
伸
縮
す
る
も
の
あ
り
、
枇
舎
費
の
如
〈
物
債
の
騰
落
に
逆
行

す
る
も
の
あ
り
、
移
締
的
経
費
特
比
国
債
元
利
支
沸
金
の
如
〈
物
使
hu

受
動
と
設
交
渉
の
も
の
が
あ
る
。
己
h

に
此
等
の
複
雑
左
る

諸
要
素
を
誼
蛍
に
組
み
合
は
せ
調
整
せ
ね
ば
左
ら
ね
。
此
等
の
調
整
は
経
費
の
全
面
に
わ
た
り
之
を
行
ふ
と
共
に
牧
入
の
側
に
於
て

も
貸
現
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
牧
入
の
側
に
於
て
の
調
整
は
勢
ひ
租
税
制
度
の
編
成
の
問
題
、
赤
字
公
債
渡
行
の
問
題
に
燭
れ
ね

ぽ
左
ら
ね
。

第
五

師
阻
済
措
世
動
と
財
政
政
策

財
政
が
閥
民
経
済
忙
占
め
る
幅
を
第
一
次
欧
洲
大
戦
前
と
第
三
次
敵
洲
大
戦
前
と
に
つ
き
比
較
す
る
に
、
各
闘
い
づ
れ
も
鰹

費
と
租
税
と
に
於
て
一
一
保
し
、
会
債
に
於
て
数
倍
し
て
ゐ
る
事
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
弐
欧
洲
大
戦
後
は
如
何
に
落
ち
着
く
か

珠
洲
を
許
さ
泣
い
も
の
が
あ
る
が
、
第
三
共
欧
洲
大
械
の
戦
時
財
政
の
規
模
が
遥
か
に
第
一
・
究
敵
洲
大
戦
を
凌
得
し
て
ゐ
る
事
を
見

れ
ば
、
財
政
が
岡
民
解
済
に
占
む
る
地
位
が
戦
後
に
於
て
一
層
重
大
と
友
る
に
還
び
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
次
欧
洲
大
戦
の
後
に
於



て
閣
防
費
が
戦
前
工
り
増
ず
か
少
〈
と
も
戦
前
工
り
減
巴
詮
い
事
は
疑
の
無
い
所
で
あ
ち
う
。
山
積
し
た
る
岡
債
に
狩
し
如
何
在
る

謝
策
を
講
や
る
と
し
て
も
元
利
支
掛
に
相
営
金
幅
削
を
要
す
ぺ
〈
公
債
費
の
繍
額
は
戦
前
D
比
で
左
〈
友
る
の
で
あ
る
。
年
金
、
思
給

が
増
し
枇
曾
立
法
費
の
加
は
る
事
は
各
闘
の
戦
後
財
政
に
つ
き
免
れ
難
い
所
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
〈
第
一
一
次
欧
洲
大
戦
後
も
経
費

の
膨
脹
を
績
け
る
か
又
は
少
〈
と
も
戦
後
の
経
費
が
戦
前
の
経
費
に
復
蹄
し
泣
い
と
一
た
る
と
、
牧
入
の
方
商
印
ち
租
税
と
公
債
と
の

雨
者
に
つ
き
新
し
い
梼
想
を
と
ら
ね
ば
た
ら
た
く
た
る
。
市
場
経
済
と
財
政
と
の
関
係
は
相
互
的
で
あ
り
、
或
は
市
揚
粧
済
の
経
済

餐
動
が
財
政
を
支
配
し
或
は
財
政
が
市
揚
経
済
の
経
済
嬰
動
を
左
右
す
る
事
が
あ
ち
弓
、
然
し
少
〈
と
も
今
後
暫
く
の
間
は
財
政
が

市
場
経
済
の
経
済
費
動
忙
齢
し
て
及
慣
す
力
の
方
が
、
市
場
経
済
白
経
済
理
動
が
財
政
に
謝
し
て
及
ぼ
す
力
主
り
は
強
〈
な
る
事
で

あ
ら
う
。経

済
鍵
動
を
分
析
す
る
に
常
り
景
気
費
動
比
重
曹
を
置
〈
事
を
常
と
す
る
。
蓋
し
季
節
費
動
と
長
期
趨
勢
と
は
一
定
の
規
則

性
を
有

L
事
新
し
〈
研
究
を
施
す
必
要
が
な
く
た
っ
て
ゐ
る
。
更
に
偶
護
費
動
は
粧
務
醐
申
白
及
び
難
垂
も
の
と
し
て
特
殊
事
情
に
岡
崎

す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
串
間
的
興
味
は
専
ら
波
動
性
の
景
気
費
動
に
集
中
せ
ち
れ
る
諜
で
あ
る
o
i
然

L
偶
護
費
動

が
風
の
如
く
来
り
風
の
如
〈
去
る
も
の
で
あ
れ
ば
特
殊
事
情
と
し
て
之
を
扱
ム
の
も
土
い
が
、
現
賓
問
題
と
し
て
偶
褒
餐
動
が
飴
り

に
も
数
多
く
現
は
れ
飴
り
に
も
根
強
く
影
響
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ロ
綬
常
化
し
た
る
偶
務
饗
動
は
、
景
気
艶
動
と
云
は
や
季
節
醐
世
話

と
云
は
宇
長
期
趨
勢
と
一
五
は
や
凡
て
の
経
済
受
動
に
新
し
い
軌
道
を
作
る
事
と
左
る
。
特
に
財
政
と
粧
品
開
費
動
と
の
聞
係
を
明
か
に

ず
る
に
は
経
常
化
し
た
る
偶
費
愛
動
に
考
慮
を
捌
ふ
べ
き
で
あ
る
。
此
際
に
偶
護
費
動
以
外
白
経
済
費
動
を
無
践
す
る
事
は
間
違
つ

て
ゐ
る
。
査
し
各
国
に
は
特
有
の
経
済
費
動
C
型
が
あ
り
偶
食
費
動
は
此
等
の
特
有
の
粧
消
費
動
の
型
を
通
じ
て
具
慢
化
し
て

f
る

極
掛
費
動
と
尉
暁

第
五
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一
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困

か

ιで
あ
る
。

市
場
経
済
白
経
済
建
動
が
或
程
度
に
財
政
に
影
響
す
る
、
財
政
が
更
に
市
揚
経
済
に
影
響
し
て
新
た
た
る
粧
消
費
動
を
起
し
、
己

の
経
済
愛
動
が
逆
に
財
政
を
動
か
す
、
か
h
る
経
路
を
繰
り
返
し
て
各
固
白
園
民
経
済
は
進
ん
で
行
と
の
で
あ
る
。
此
際
に
財
政

E

動
か
す
上
に
於
て
三
つ
の
態
度
が
分
れ
る
。
第
一
は
財
政
が
市
場
経
済
白
経
済
麺
動
を
顧
慮
す
る
事
左
く
進
ん
で
行
く
白
で
あ
る
。

E
れ
は
今
日
の
如
く
財
政
と
宙
揚
経
済
白
経
済
痩
動
と
が
密
接
と
な
っ
て
ゐ
る
場
合
に
は
賓
現
出
来
左
い
凸
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
、
ど

白
程
度
ま
で
経
済
費
動
を
織
り
込
ん
で
行
く
か
と
た
る
と
消
極
と
積
極
と
の
一
一
つ
白
意
見
が
分
れ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
第
二
の
立
場

と
し
て
市
揚
経
済
の
経
済
餐
動
を
消
去
す
る
意
味
に
於
て
受
身
的
に
経
済
経
動
を
織
り
込
む
態
度
で
あ
る
。
第
三
の
立
場
は
市
場
経

済
の
経
消
費
動
を
草
に
受
身
的
に
消
去
す
る
に
止
ま
ら
や
積
極
的
に
経
済
費
動
を
通
ヒ
て
財
政
政
策
を
資
現
し
て
行
f
事
で
る
る
。

認
に
財
政
に
於
て
も
景
気
政
策
を
研
究
す
る
必
要
が
生
宇
る
の
で
あ
る
。

理
論
経
済
皐
の
研
究
D
静
態
と
動
態
と
の
二
つ
白
立
場
は
遅
か
ら
中
財
政
事
に
影
響
を
興
へ
る
事
と
思
ム
。
均
衡
を
中
心
と
し
て

樹
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
現
在
の
財
政
撃
は
寧
ろ
静
態
論
に
属
し
て
ゐ
る
。
経
消
費
動
に
上
り
均
衡
が
撹
飢
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
を
捕
へ
て

ゐ
る
動
態
を
研
究
す
る
事
に
よ
り
財
政
皐
は
新
生
面
を
聞
く
事
と
た
ら
う
。




